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他方，口蓋裂未手術群では， blowing 動作時において，口蓋帆挙筋に筋放電を認めない症例が 4 例，








口蓋裂未手術患者群の blow ing 時において，筋放電が認められない症例が多く認められたことから，
これらの筋活動が単に呼吸運動に随伴した運動ではなく 学習効果によって得られる運動であること
が明らかにされた。
論文の審査結果の要旨
正常発音に不可欠の条件である鼻咽腔閉鎖運動の機序を明らかにするために，筋電図学的方法を用
いて，上咽頭後壁の動態を軟口蓋と比較検討したものである。
上咽頭収縮筋は，正常人において，口腔内圧の強さと変化速度に調節された固有の運動パターンを
???
もって，鼻咽腔閉鎖に参加していることが明らかになった。また，鼻咽腔閉鎖機能を獲得した，口蓋
裂形成術後患者においては，上咽頭収縮筋は，口蓋帆挙筋と一体化して，不充分な軟口蓋の働きを補
っていることが，示唆された。
本研究は，鼻咽腔閉鎖機構において，未確定であった，正常人と口蓋裂患者の上咽頭後壁の動態を
明らかにしたものである。以上のことは，鼻咽腔閉鎖機能の獲得を目的とした口蓋裂治療を行なう上
に，重要な指針を与えたものであり，価値ある業績として高く評価できる。
よって，本研究者は，歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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